
巻頭エッセイ

バ
ン
コ
ク
の
王
宮
近
く
に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
障

害
者
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
が
設
立
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
が

本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
四
年
以
上
が
経
っ
た
。
今
秋
、
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
カ
シ
ミ
ー
ル
、
そ
し
て
ハ
ノ
イ
、
ダ
ナ
ン
と
巡
り
、

Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
と
関
わ
っ
た
障
害
当
事
者
た
ち
が
活
躍
し
て
い
る
現
場
を
歩
い

た
。
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
す
で
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内
の
三

二
カ
国
に
及
ぶ
。
障
害
当
事
者
を
中
心
に
据
え
る
哲
学
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ク
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ

は
着
実
に
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
さ
ざ
波
の
よ
う
で
、

多
く
の
人
々
が
注
目
す
る
よ
う
な
派
手
さ
は
な
い
が
、
波
打
ち
際
に
い
る

人
々
の
意
識
や
社
会
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
変
え
つ
つ
あ
る
。
バ
ン
コ
ク

の
新
国
際
空
港
や
ア
ジ
ア
最
大
の
マ
ニ
ラ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
設

計
に
も
、
ラ
オ
ス
の
障
害
者
関
連
法
制
の
整
備
に
も
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
地

震
被
災
者
支
援
や
障
害
者
の
自
立
運
動
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｃ
Ｂ
Ｒ
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
も
、
大
洋

州
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
、

Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
関
わ
っ
て
い
る
。

二
つ
の
世
界
大
戦
は
、「
障
害
」
と
「
開
発
」
と
い
う
二
つ
の
イ
シ
ュ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
性
を
国
際
社
会
が
認
知
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
が
、
我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、
一
九
七

○
年
代
か
ら
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
（
作
業
療
法
士
等
）、
ペ
ル
ー

の
地
域
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
な
ど
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
分
野
に

お
け
る
青
年
海
外
協
力
隊
や
専
門
家
な
ど
の
数
は
延
べ
で
一
○
○
○
名
近

く
に
な
り
、
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
途
上
国
の
人
々
は
三
○
○
○

名
を
超
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
巨
視
的
に
総
括
し
、
社
会
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
「
正
当
に
」
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

我
が
国
は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
国
際
協
力
の
理
念
と
し
て
掲
げ
て

い
る
が
、
人
々
と
社
会
に
対
す
る
全
体
観
に
基
づ
き
人
間
存
在
の
核
心
に

迫
る
こ
の
理
念
は
、「
開
発
と
障
害
」
と
い
う
領
域
に
お
い
て
も
今
後
重

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、「
開
発
と
障
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
喚

起
す
る
根
本
的
な
問
題
に
立
ち
返
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
大
多
数
の
最
大

幸
福
を
目
指
し
て
、
限
ら
れ
た
開
発
資
源
に
関
す
る
「
選
択
と
集
中
」
を

行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
落
と
し
穴
は
な
い
か
。
効
果
効
率
の
向
上
を
標
榜
し

裨
益
人
口
の
多
寡
や
一
人
当
た
り
の
社
会
的
費
用
な
ど
に
着
目
し
て
資
源

配
分
を
決
定
す
る
方
法
に
瑕
疵
は
な
い
か
、「
障
害
」
は
果
た
し
て
「
問

題
」
と
し
て
の
み
規
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
。
人
々
が
助
け
合
い
、

支
え
合
う
と
い
う
行
為
は
、
社
会
に
と
っ
て
「
費
用
」
な
の
か
、
あ
る
い

は
、
そ
の
行
為
自
体
が
人
々
に
喜
び
を
も
た
ら
す
「
便
益
」
と
は
言
え
な

い
か
。
日
々
困
難
と
闘
い
な
が
ら
も
驚
く
ほ
ど
の
活
力
に
溢
れ
た
障
害
当

事
者
や
彼
ら
を
支
援
す
る
人
々
か
ら
薫
陶
を
受
け
、
私
の
「
開
発
」
観
は
、

今
激
し
く
揺
ら
い
で
い
る
。

 

（
と
だ　

た
か
お
／
国
際
協
力
機
構
人
間
開
発
部
第
二
グ
ル
ー
プ
長
）

「
開
発
と
障
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
奥
に
あ
る
も
の

戸
田
隆
夫
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